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は・じ・め・に

加東市のまちづくりの指針となる「加東市総合計

画」が、多くの市民のみなさまの参画を得て、ここに

完成の運びとなりました。

地方分権の進展や少子高齢化など、私たちを取

り巻く地域社会は急速に変化し、自治体の役割と

財政基盤の再構築、住民自治の強化などにより、

地域の自律した経営がより求められる時代を迎えています。

このような社会背景を踏まえ、これからのまちづくりは、市民のみなさまの視

点に立ち、市民と行政のパートナーシップを発揮して進めていく必要があるこ

とから、計画策定にあたっては、合併時に作成された「新都市建設計画」の主旨

を受け継ぎながら、より時代に適合し、より市民ニーズが反映され、市民参画に

よる地域づくりが実現できる計画づくりをめざしました。

本計画の最大の特色は、市民の視点による目標を掲げるため、積極的に市民

参画を取り入れたところにあります。市民の方々で構成する「まちづくり市民会

議」による政策レベルからの検討やフォーラムによる市民提言、市民アンケート

やパブリックコメントの実施など、市民のみなさまの意思を尊重しながら、具体

的な施策の展開方針を市民と行政の協働により導き出しました。

このようなプロセスを経た本計画は、加東市総合計画審議会において、慎重

かつ熱心に審議され、「みんなでつくる加東 きらめき☆プラン」として答申をい

ただきました。さらに、本年３月議会定例会において、まちづくりの基本方針を示

した「基本構想」の議決をいただいて、加東市総合計画の完成に至っています。

本計画に掲げる「ささえあい 一人ひとりを大切にする ふるさとづくり」を市民

のみなさまと共に進め、「山よし！技よし！文化よし！夢がきらめく☆元気なまち 加

東」の実現に向けて、これからのまちづくりに精一杯取り組んでまいりますので、

みなさまのより一層のご支援とご協力を賜りますようお願いいたします。

終わりに、この計画の策定にあたり、主体的にかかわっていただいたまちづく

り市民会議委員、ご審議を賜りました総合計画審議会委員のみなさまをはじめ、

関係のみなさまに心からお礼を申し上げます。

平成20年6月

加東市長 山 本  廣 一
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【勇躍加東】

一、 一、

市の花／コスモス

市の木／さくら

市 章

加東市章は、人と自然が息

づくまち・加東市の頭文字

「K」を、合併数を配して図

案化したもので、豊かな自然

と共生する人々の伸びやか

な、活力に満ちたふれあい

の田園都市を表しています。
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六、


